
※黒字以外で記入してある部分は各議員の資料には記載していません。

9/14（月）健康福祉部長、市長へ県補正説明　→小学校２年生以下無料でやりたい（市長）　

9/15（火）健康福祉部長、総務部長、財政課長　高校生まで無料（遊佐町）、妊婦も（三川町）無料　←これでやる（市長）　

令和２年９月３０日 9/16（水）健康福祉部→民生常任委員協議会でインフル実施の勉強会　

新規 総務部財政課作成 9/17（木）記者会見で発表（市長）　　9/28（月）ＦＡＸ文面→部長決裁　　

○ 9/30（水）　11:00全議員へ一斉ファックス依頼（総務部長⇒議会事務局）・酒田記者クラブ加盟社宛て投込み依頼（総務部長⇒市長公室）　※総務部長休み

(単位：千円)

１　補正予算規模 58,100
うち一般財源

２　補正後の予算規模 75,736,052 予算額現計：75,677,952千円＋専決額58,100千円＝75,736,052千円

３　補正理由

　　・インフルエンザワクチン助成拡大に伴う補正

４　補正項目及び補正額

　（歳出補正） うち一般財源

　　・基金管理事業 31,204 0 国の交付金を充当することにより不用となる一般財源を基金積立するもの
財政調整基金積立金31,204千円 →今年度末基金残高見込み2,985,046千円

　　・各種予防接種事業 26,896 0 優先的な接種対象者へのインフルエンザ予防接種費用を助成するもの
①生後6か月～12歳　8,438人*70％（接種率）＝5,907人*＠1,700*2回＝20,084千円 / 13歳～18歳 5,142人*70％（接種率）＝3,599人*＠1,700*1回＝6,118千円

②妊婦250人*70％（接種率）＝175人*＠1,700*1回＝298千円

③19歳～60歳未満で基礎疾患（心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害がある方で身体障碍者手帳１級に相当する方）

126人*70％（接種率）＝88人*＠1,700*1回＝150千円

④生活保護世帯　生後６か月～12歳　12人*70％（接種率）＝8人*＠3,400*2回＝54千円 / 13歳～18歳　18人*70％（接種率）＝13人*＠3,400*1回＝44千円

⑤生活保護世帯　19歳～60歳未満で基礎疾患　10人*70％（接種率）＝7人*＠3,400*1回＝24千円

⑥償還払い分　＠1,700*90人＝153千円（10/1～10/14に接種した方、市外の医療機関で接種（妊婦など））

　（歳入補正）
　　・国庫支出金 58,100 0 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金58,100

補正後交付金充当累計 2,339,611千円 /交付金配分額2,522,996千円（1次+2次1,716,277千円+飛島光ファイバー追加分806,719千円）

※充当残は12月補正で追加、調整の予定

５　専決年月日　令和２年９月３０日

令和２年度９月専決補正予算の概要について

令和２年度 酒田市一般会計補正予算（第８号)


